
岡本台病院

外来では、統合失調症やうつ病などの一般的な精神疾患のほか、アルコール・
薬物・ギャンブルなどの依存症に対して、患者さん一人一人とじっくり向き
合い、丁寧な診察を心がけています。

地方独立行政法人
栃木県立岡本台病院

交通機関を
ご利用の場合

お車を
ご利用の場合

東北自動車道、宇都宮ICから30分
北関東自動車道、上三川ICから30分

JR宇都宮線・岡本駅西口から徒歩15分（タクシーで5分）
JR宇都宮駅からタクシーで15分
宝木団地発（JR宇都宮駅経由）の関東バス「奈坪台中央（奈坪台）」行き「金井台上」下車徒歩5分、
又は「釜井台団地」行き「釜井台団地入口」下車徒歩10分
JR宇都宮駅東口発（上野団地）の関東バス　「JR岡本駅西口」行き「保健環境センター前」下車徒歩7分
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（地独）栃木県立岡本台病院

地方独立行政法人 栃木県立  岡本台病院

　統合失調症、双極性障害、不安障害など、
幅広い精神疾患に対し、精神療法や薬物療法
を用いて治療を行っています。

　栃木県依存症治療拠点機関として、アル
コール依存症の治療を中心に、薬物依存症へ
の支援、ギャンブル等依存症の治療を行って
います。また、それぞれの依存症に特化した
専門外来プログラムも行っています。

依存症外来精神科一般外来

〒329-1104  宇都宮市下岡本町2162  TEL 028-673-2211  FAX 028-673-2214

※詳細については病院ホームページをご確認ください。
※当院の外来は全て【 予約制 】となっております。診察を希望される方は、電話にて予約をお願いします。

診療受付時間

予約受付

診療時間

初診

受付時間 電話番号

14：00～16：00
  9：00～16：00

028-673-7087（直通）
028-673-2211（代表）再診

  9：00～12：00
13：00～16：00

  8：50～11：30
12：50～15：30

●
●
午前
午後

岡本台病院ホームページ
https://okamotodai.jp/

LINE公式アカウント
LINE ID : @886hboyt
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沿　革

　患者さん一人一人の人権を尊重し、県立病院として求められる良質な精神医療を提供するとともに、
地域の関係機関と連携し、栃木県の精神医療の健全な発展に貢献します。

　当院は昭和34（1959）年８月に精神衛生法（現在の精神保健福祉法）に基づき設立され、県内の関係
機関と協働のもと、これまで県民の方々の精神保健福祉の向上に貢献して参りました。
　平成元（1989）年からアルコール依存症に対する専門医療、平成12（2000）年から精神科救急医療
を開始、平成25（2013）年には栃木県内唯一の医療観察法病棟を設置し、現在も当院の担う政策医療
の充実・強化に取り組んでおります。平成28（2016）年には災害
派遣精神医療チーム（DPAT）の先遣隊養成を開始し、災害時にお
ける精神医療支援も行っております。
　令和４（2022）年４月に病院機能をより柔軟かつ弾力的に運用
するために法人化を行い、「地方独立行政法人栃木県立岡本台病院」
と名称を変更いたしました。
　これからも地域の精神医療を支える基幹病院としてのあるべき
姿を追求しながら、職員一同より一層努力して参ります。

法人の基本理念

理事長あいさつ

　栃木県内唯一の精神科救急・急性期
医療と結核合併症のある患者さんの治
療を併せ持った役割を担っている病棟
です。急性期における患者さんを対象
とし、薬物療法やm-ECTなどの身体療
法、精神療法、作業療法を実施し、病
状の改善と早期の社会復帰を支援して
います。

　日常生活行動の自立に向けた個別的
援助を行い、治療効果の獲得を目指し
ています。急性期では早期に入院生活
に慣れ、安定した入院生活が送れるよ
う、社会復帰に向けた看護を提供して
います。高齢化や併存症を持つ患者さ
んも増加傾向にあり、身体面の健康管
理も重視しています。

　急性期やレスパイト（休息）、各種依
存症治療プログラムなど患者さんの状
況に応じ、安全と人権を尊重した看護
を提供しています。急性期の患者さん
に対しては、地域生活を見据えた生活
スキルの取得を、各種依存症患者さん
に対しては、安定した生活と依存症の
理解の獲得を目指しています。

　医療観察法に基づき入院医療を提供
する栃木県内唯一の専門病棟です。国
の各種ガイドラインに沿って自己コン
トロール能力や問題解決能力、日常生
活・社会生活能力の向上を目指し、多
職種チームにより、社会復帰を見据え
た専門的な医療を提供しています。

　外来患者さんに関係する、外来エリ
ア、放射線科、臨床検査科、薬剤科等
が配置されています。医師による診察
をはじめ、看護師や臨床心理士、精神
保健福祉士、作業療法士などの専門ス
タッフが連携し、患者さん一人一人の
状態や生活状況に応じた支援を行って
います。

第１病棟〈スーパー救急病棟〉 第２病棟〈男子閉鎖病棟〉 第３病棟〈男女混合閉鎖病棟〉

第７病棟〈医療観察法病棟〉 管理診療棟〈外来〉

1. 県立病院としての責務を果たし、良質な精神医療を提供します。
2. 地域の関係機関との連携等により、精神障害者の地域生活への移行・定着を推進します。
3. 人材育成や研修、研究等を通して、本県の精神医療の質の向上に努めます。
4. 全ての職員が経営への参画意識を持って、効率的で透明性の高い病院運営に努めます。

基
本
方
針

第７病棟

第１病棟

第２病棟

第３病棟

管理診療棟
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地方独立行政法人栃木県立岡本台病院
理事長　下田  和孝

昭和

平成

令和

34（1959）年 ８月
37（1962）年 ８月
61（1986）年 ３月
元（1989）年10月
２（1990）年10月
３（1991）年 ３月
12（2000）年 ４月
17（2005）年 ７月

９月
11月

25（2013）年 ６月
27（2015）年 ７月
28（2016）年 ４月
３（2021）年 ３月

４月
４（2022）年 ２月

４月
６（2024）年 ３月

７（2025）年 ２月
３月

精神衛生法第４条の規定に基づき開院（病床数100床）
病床数を100床増床（病床数200床）
保護室３床増床（病床数203床）
施設の全面改築工事（病棟・エネルギー棟竣工）（病床数255床）
管理診療棟竣工
デイ・ケア診療開始
精神科救急医療開始
心神喪失者等医療観察法による指定通院医療機関に指定
鑑定入院医療機関に登録
病床数変更（病床数249床）
医療観察法病棟（第７病棟）が開棟（病床数267床）
第６病棟休床（病床数46床）
病床数変更（病床数221床）
依存症専門医療機関（アルコール健康障害・薬物依存症）に選定
精神科専門研修プログラムの基幹施設として専攻医の受入れを開始
第５病棟休床（病床数56床）
地方独立行政法人に移行
依存症治療拠点機関（アルコール健康障害・薬物依存症）に選定
依存症専門医療機関（ギャンブル等依存症）に選定
依存症治療拠点機関（ギャンブル等依存症）に選定
日本精神科救急学会認定施設に認定
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　当院は、栃木県内における精神医療・福祉の中核的な役割を担う精神科病院と
して、休日・夜間等における精神疾患の急激な発症や精神症状の悪化等により緊
急に治療を必要とする患者さんを対象に、一次救急（外来診療及び自らの意思で
入院する任意入院）・二次救急（家族等の同意に基づく医療保護入院）・三次救急（措
置入院・緊急措置入院・応急入院）などの緊急・救急医療を実施しています。

　医療観察法に基づき、平成25（2013）年に開棟した栃木県内唯一の医療観察法
病棟で、入院治療を行っています。当病棟は、国のガイドラインに基づいた高い安
全管理とセキュリティ対策を採用しており、医師や看護師、臨床心理士（公認心理
師）、精神保健福祉士、作業療法士を一般の精神科医療より多く配置し、社会復帰
実現を目指した多職種チームによる専門プログラムを実施しています。さらに通院
医療では、地域社会での生活を安全かつ安定して送るための支援を行っています。

栃木県立 岡本台病院の特色

栃木県立 岡本台病院の３本柱

DPAT（災害派遣精神医療チーム）
　DPATとは、Disaster Psychiatric Assistance Team（災害派遣精神医療チーム）の頭文字です。
当院には、自然災害や犯罪事件、列車事故等の集団災害発生時にいち早く被災地に赴き、メンタルヘルス
に関連した支援を行う日本DPATチームがあります。災害が起こった場合、県内外問わず被災地から
栃木県庁に支援派遣要請があり、必要に応じ当院が出動することになります。

夜間休日の緊急対応

　当院では、アルコール・薬物・ギャンブルなどの専門外来による治療、ご本人の
同意による入院治療を行っており、独自のプログラムにより、専門的な医療を提
供しています。また、ご本人に対する診療援助だけでなく、相談・自助グループ
との連携など様々な取組みを通し、患者さんが回復できるように支援しています。

3 . 依存症医療

1 . 精神科救急医療

2 . 医療観察法医療

日本酒、ワイン、ウイスキー、
焼酎、ビールなど

　支援者とともにアルコール問題に対して振り
返り回復に向けた意欲を育むため、テキストに
沿って学習します。

依存症まなびの広場

■ＦＡＲＰＰ

　多職種職員とともに断薬の必要性と知識
を学ぶため、テキストに沿って学習します。

■ＦＡＲＰＰ

　ダルクメッセージ
■自助グループによる支援

　AAや断酒会のメンバーに来院してい
ただき、自助グループで行われている
ミーティング体験を通して、退院後の生
活について目を向けるプログラムです。

■自助グループによるミーティング
　専門職からアルコール問
題に関する様々な基礎的知
識を提供します。

■アルコール勉強会

　心理士とともにアルコールとの付き合い方について振
り返り、アルコールとの新しい付き合い方を見つけるた
めのプログラムです。

■集団心理教育

依存症ショートケア

ギャンブル依存症標準的
治療プログラム（STEP-G）

■グループミーティング

指定入院期間

通報受理窓口
72時間以内に
指定医2名による

再診察

緊急措置入院

措置不要（※）

措置入院

措置不要（※）

岡本台病院へ
移送

指定医1名による
診察・判定

概ね18ヶ月程度で退院することを目指して、各期間にあわせた治療プログラムを実施

急性期 3ヶ月

外 来 治 療

入 院 治 療

家 族 等 支 援

通院医療へ入院

依存症について悩むご家族や支援者、依存症について知りたい方等どなたでも参加できます。
患者さんへの接し方や、依存症についての理解を目的とした講義で構成されています。

アルコール依存症
違法薬物、 市販薬、
処方箋など

薬物依存症
競馬・パチンコ・

スロット・宝くじなど

ギャンブル依存症

アルコール
依存症

アルコール
依存症

薬物
依存症

薬物
依存症

　多職種職員とともに断ギャンブル
の必要性と知識を学ぶため、テキス
トに沿って学習します。

■ＳＴＥＰ-Ｇ

■自助グループへの紹介と情報提供
■グループミーティング

ギャンブル
依存症

ギャンブル
依存症 　同じ悩みを持つ仲間とともに、ギャンブル依存症につい

て正しい知識や欲求への対処法を学び、ギャンブルとの向
き合い方や回復を目指すプログラムです。

対象者：
当院に通院しているギャンブル問題を抱えた方

　同じ悩みを持つ仲間との交流や回復を目指すことを目的として
リハビリテーションを行います。

対象者：
当院に通院しているアルコール・薬物問題を抱えた方

代表的なもの

　ボディメンテナンス・服
薬指導・栄養指導など

■その他

（※症状によっては入院となることがあります。）

出
動
実
績

平成

令和

28（2016）年　4月 熊本地震被災地へ災害派遣精神医療チームを派遣
29（2017）年　3月 那須町スキー場雪崩事故発生に伴い派遣
元（2019）年10月 台風19号による県内の被災病院へ派遣
2（2020）年　2月 千葉県柏市の税関研修所へ派遣

（中国武漢市からの帰国者等の精神的ケア）
6（2024）年　1月 能登半島地震被災地へ派遣
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　精神科救急、アルコール・薬物・ギャンブル等依存症医療、医療観察法医療で
の看護等を担っています。患者さんの個別性を重視し、ニーズに沿った看護を
提供するため、多職種と連携して患者さんを中心としたチーム医療を行ってい
ます。

部門紹介
■看護部

　安全で効果的にお薬をご使用いただくことを心がけなが
ら、調剤を行っています。また、医薬品管理、医薬品情報
の提供、薬剤管理指導などの業務を行っています。

■薬剤科

　患者さんの血液や尿などの検体から、身体状態の指標と
なる生化学的検査データや血液学検査データの提供をはじ
め、毎日服用される薬の血中濃度測定や心電図検査・脳波検
査を行っています。

　患者さんとご家族を対象に、実践しやすい食事管理の方
法を管理栄養士が一緒に考え、継続できるように個別の栄
養指導を行っています。

■臨床検査科

　患者さんのエックス線検査（一般撮影検査、CT検査）や
画像データの入出力を行っています。当院では、80列マル
チスライスCTを導入し、画像再構成によりあらゆる角度か
らの画像（MPR）や3D画像の作成も行っています。

■

■

放射線科

■栄養科

　多職種チームの一翼として、精神科一般医療（外来及び入
院）、依存症医療、精神科救急医療、医療観察法の鑑定入院・
指定通院及び指定入院における臨床心理業務を担当し、カ
ウンセリング等の業務を行っています。

臨床心理科

　院内の安全管理に関する事案について、組織横断的に各
部署と連絡調整を行い、情報収集・分析・再発防止策立案・
職員研修などを行っています。また、感染制御チームと連
携し、院内感染防止対策における実施状況の確認や指導な
ども行っています。

■医療安全管理部

　CVPPP（シーブイトリプルピー）とは、「包括的暴力防止プログラム」の略称で、病状によっ
て不穏・興奮状態にある患者さんに対し、尊厳と安全を守りながら必要な医療を提供するため
のプログラムです。
　患者さん自身と医療者双方の安全と安心を守ることを目指します。当院にはインストラク
ターやトレーナーの有資格者が多数在籍しております。

■CVPPP
CVPPPインストラクター及びトレーナーが多数在籍しています。

　作業療法部門（主に入院）とデイケア部門（外来）で構成されています。
　作業療法では、生活リズムの安定と退院後の生活に向けた準備のために、も
のづくりだけでなく、各種生活技能の獲得、健康管理の支援、関係支援機関と
の調整等、一人一人が自分らしく主体的に生活できるよう援助しています。
　デイケアでは利用者の望む「自分らしい生活」の実現に向けて、様々な練習が
できるプログラムがあります。

■リハビリテーション科

　精神保健福祉士が所属し、病院の窓口として地域の各関係機関や施設等と
連携する役割を担っています。さらに、その専門性を活かして、患者さんや
ご家族をはじめ、関係機関からの相談や、入院援助から地域生活への移行、
定着支援まで、幅広い業務を行っています。

■地域連携室

　デイケアは、精神科に外来通院されている患者さんに提供するサービスで、自分らしく安心して社会生活を継続するために多種多
様なプログラムやグループ活動を通してリハビリテーションを行うところです。地域の関係機関と連携を図りながら、就労に向けた
支援などを行っています。

■デイケア

創作サークル
リフレッシュサークル
スポーツサークル
THINK and GOサークル
音楽サークル
はなしてみようサークル

手芸や革細工、ジグソーパズルなど個人創作を行います。
ウノ、囲碁、ビリヤード、卓球などリフレッシュできる活動を行います。
楽しく体を動かして体力維持を目指します。
カラオケ、調理、シネマなど、みんなで何をするか考えて活動を行います。
ハンドベルを中心に楽器の演奏を行います。
日常のできごとをテーマにみんなで話します。

‥‥‥‥‥‥
‥‥

‥‥‥‥
‥

‥‥‥‥‥‥
‥

※CVPPP研修の様子


